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【研究の背景・目的】 
動物植物ともに、細胞がどちらの方向に分裂する

かは発生過程に大きな影響を与える。そして、細胞
分裂軸の変化は、動植物において体制進化に大きく
寄与してきた。陸上植物は中心体や星状体を持たず、
動物と異なった新規の細胞分裂軸決定機構を持つと
予想されるがその分子機構は未解明である。本研究
ではこれまでの発生進化研究、微小管制御研究から
得たアイデアの下、新発見したヒメツリガネゴケの
垂層分裂から並層分裂への転換を一括制御する
GRAS 転写因子と関連因子を手がかりに、動物とは
異なった新たな細胞分裂軸制御機構とその時空間的
制御機構を明らかにする。そして、ヒメミカヅキモ、
シロイヌナズナとの比較から細胞分裂軸制御機構の
進化と陸上植物の発生進化のグランドプラン進化と
の関係を推定することを目的とする。 

図１ 細胞分裂軸制御機構の進化が陸上植物進化の鍵

となったのではないだろうか 

 
【研究の方法】 

陸上植物における細胞分裂軸制御機構を明らかに
し、その進化過程を推定する。 

［研究１］垂層分裂から並層分裂への転換に必須
なヒメツリガネゴケ GRAS 転写因子と微小管関連
因子を結ぶ分子機構を GRAS 転写因子 が制御する
因子の解析から解明する。 

［研究２］GRAS 転写因子とその制御に関わる因
子の時空間制御機構をヒメツリガネゴケの葉脈形成
をモデルとして明らかにする。 
［研究３］研究１、研究２で明らかになった転写

因子と微小管関連因子を結ぶ遺伝子系、時空間制御

機構をシロイヌナズナ、ヒメミカヅキモにおいて解
析し、進化過程の推定を行う。 

図２ 細胞分裂軸の時空間制御機構の進化が陸上植物

の多様化に寄与したのではないだろうか 
 

【期待される成果と意義】 
進化学的に重要な形質の分子機構が明らかになる

ことで、進化学に新しい潮流ができる例は多い。本
研究では、陸上植物の細胞分裂軸方向決定の分子機
構の概要を世界に先駆けて明らかにし、その進化過
程を推定できることが予想され、細胞生物学、発生
学とともに、発生進化学の新しい研究潮流を作りう
る点に学術的意義がある。 
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【研究期間と研究経費】 

平成 28 年度－32 年度 150,100 千円 
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